
 

 

《本園の教育目標》 

○元気がある ○自分のことは自分でする 

〇仲良く遊ぶ 〇ものごとに興味・関心をもつ 

〇思ったことを話し、人の話を聞く 

〇体験や考えに感動する 〇工夫して表現する 
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『 元気がある、その源 ～２０２３年を振り返る～ 』 

                              園長  矢田 泰久 
  

今年も残すところ十日余りとなりました。年初めはコロナ感染の猛威がおさまっていたも

のの胃腸炎やインフルエンザにより子どもたちの健康が危ぶまれました。しかし、その後は、

全体的に園の教育・保育活動は大過なく順調に進められ 4 年前の状況に戻りつつあります。

保護者・地域関係者の皆様共々、安堵と喜びの一年であったことと思います。子どもたちも

着実に成長しました。一年を閉じるにあたり皆様のご協力とご支援に深く感謝申し上げます。 
  

さて、園の教育目標に「元気がある」を掲げさせていただいています。とりわけ幼児期に

おける元気の源はたくさんの充足（満足）を積み重ねることだと思います。そして、その積

み重ねがあると次の行動を起こすやる気に繋がります。そして、元気をはぐくむゆりかごは、

何といっても保護者の皆様をはじめとした人間社会の“ぬくもり”ではないでしょうか。 
  

“ぬくもり”は欠乏ではなく充足を与えます。例えば「お腹を満たしてくれる」「安全な

場所がある」「親しい家族がある」「認めてくれる仲間がいる」などです。しかし、愚かな

戦争や紛争により、多くの子の命が失われ、心身に傷を負い“ぬくもり”が破壊され、憤る

現実があります。のみならず、これらはさらに憎しみの連鎖を生み、今後何十年何百年何千

年もまた続くかと思うと、政治の主導者に強い憤りと人の罪深さを覚えます。 
  

先月、脚本家山田太一さんが亡くなられました。この方の作品の多くに家族の現実を描き

続けたものがあります。社会参加の最小単位である家族はいつも“ぬくもり”を提供すると

は限りません。けれども、充足が得られない不条理な現実を補うのも人とのつながりです。

子どもらに“ぬくもり”をたくさん確保したり、築いたりすることに務めてまいります。 
  

ところで、子どもは成長とともに欠乏が充足されると、次の段階「自分の能力を活かして

さらに成長したい」（自己実現欲求）まで達すると言われます（ﾏｽﾞﾛｰの欲求階層説）。ｱﾒﾘｶ

の大ﾘｰｶﾞｰで挑戦し続ける大谷翔平選手の姿が脳裏に浮かびます。 
  

他方、青年期以降は今世紀に根付いた“推し”文化（好きなｱｲﾄﾞﾙや俳優を人に薦める）に

より、自己実現欲求を満たす方もいます。これも元気の源です。いわゆる“推しの”歌手、

選手、作家、装飾品、嗜好品、旅、登山などが、心身を快適にさせ喜びあふれます。 
  

＜年中・年長組(12/6)＞ 

   ｼﾞｬｲｱﾝﾂ野球教室 
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結びに、11月下旬から本園ではインフルエンザやアデノウイルス等の感染症が流行り、子ど

もたちは苦しく辛い状況に見舞われました。おゆうぎ会も欠席者が多く少々残念な行事とな

りましたが、皆様のご協力より追加公演でき感謝申し上げます。寒さ厳しき折、健康と平穏

で災いのない年末を送られ、希望あふれる新年をお迎えください。ﾒﾘｰｸﾘｽﾏｽ！ 

【クリスマス会 12/13】 


